
①富良野あさひ郷 北の峯学園「芸術創作活動」展
場所 独立行政法人 国立病院機構 北海道がんセンター1F

 札幌市白石区菊水4条2丁目3-54

 tel. (011) 811-9111

②唐神知江ドローイング展
場所　医療法人 北志会 札幌ライラック病院1F

 札幌市豊平区豊平6条8丁目2-18

 tel. (011) 812-8822

主催 びょういんあーとぷろじぇくと

後援 札幌市、札幌市教育委員会　

 NPO法人市民と共に創るホスピスケアの会

『びょういんあーとぷろじぇくと』は、病院にアートがあることで、病院に関わ

る多くの方に、安らぎや心のゆとりを持って過ごしていただきたいと願って

行ってきた活動です。

最初は2008年秋、障がいや病を抱えた人たちのアート作品を、札幌ライラッ

ク病院の待合室に展示する企画として始まりました。

展示を何気なく眺め、足を止めて見て下さった患者さまやご家族から、「明る

い気持ちになりました」「優しさや温かさを感じ、今日も頑張ろうと思いまし

た」などの声を、医療スタッフからも「会話が増えました」という言葉をいただ

き、そうした声に励まされ、この度、第10回の節目を迎えることができました。

本企画「ひかりの庭」展は、北海道がんセンターと札幌ライラック病院のご協

力の下、障がい者支援施設「北の峯学園芸術創作活動」と、新進気鋭の画家 

唐
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知江の作品展を２会場で同時開催させていただくことになりました。

北海道がんセンターでは、北の峯学園の皆さんの日常生活の中で生まれた作

品から、富良野の光や水、空気、季節の美しさを感じていただければ幸いです。

札幌ライラック病院においては、20代を海外で暮らし研鑽を積んだ唐神知江

が、地元札幌に戻り、あらたに画家の立ち位置から社会との関係性に向き合

います。

『びょういんあーとぷろじぇくと』は、病院をコミュニティーのひとつと考え、地

域との繋がりを大切にしながら、コンサート、ワークショップ、レクチャーな

どにも取り組んで参りました。10回目となる本展では、オープニングに、札

幌北高等学校合唱部によるクリスマスの歌を皆さんにお届けいたします。

２つの医療の場での同時開催は初めてです。

いろいろな人がこの企画にかかわって下さることで、『びょういんあーとぷろじぇ

くと』は形づくられていくものと思います。病院にアートがある意味と、その

可能性についてをこれからも皆さんと一緒に考えていけたらと願っています。

http://www.hinoma.com/hospita lart/
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概要・アクセス

びょういんあーとぷろじぇくと

ごあいさつ

唐神 知江   Karakami Chie

北の峯学園『芸術創作活動』

画家

社会福祉法人富良野あさひ郷

北の峯学園は、北海道のちょうど真ん中に位置し、ラベンダー

やTVドラマ「北の国から」で有名な富良野市にある障がい者支

援施設です。昨年、創立40周年を迎えた当施設は、現在、19

歳から92歳まで102名(男性56名、女性46名)の方たちが生

活を共にしています。近年、高齢化、重度化が進む中で、ひと

りひとりが豊かに、そして、‘楽しみ’‘生きがい’を一番に感じ

てもらえるよう、平成20年度から「芸術創作活動」に取り組ん

でいます。美しい景色とおいしい食べ物、水、空気に恵まれた

富良野の大地で、彼ら彼女らが描いた作品を、皆さまにご覧い

ただければ幸いです。（北の峯学園 園長 酒井 亮）

北海道札幌北高等学校合唱部

札幌北高合唱部は庁立高女時代からの歴史を持つ部活動で、約

50名の男女部員が元気に活動しています。NHKコンクールなど

で全道、全国大会に多く出場している他、12月に大通公園で催さ

れるミュンヘンクリスマス市のステージや、病院などでの演奏も

活発におこなっています。現在は1,2年生30数名が、うたを通じ

て聞いてくださる方の心に何かを伝えようと、日々練習に励んで

います。3月26日（土）にはKitara大ホールで定期演奏会を行う予

定です。（北海道札幌北高等学校合唱部顧問 平田 稔夫）

1981年、北海道洞爺湖町生まれ。

高校を卒業後は芸大を目指し上京。東京で３浪したのちに留学。

ロンドン芸術大学を2007年に卒業し2010年までロンドンに滞在。

2007年Cinsia Cobet Gallery（ロンドン）による“New Graduates 

Pa int ing and Drawing”展、2008 年 Chron ic Art Foundaton 

Peckham Studioスタジオ展（ロンドン）、帰国後、2011年札幌資

料館ギャラリーにて“subtle”展 、2014年「平成の『生まれ出づる

悩み』2014」入選（ニセコ町有島記念館ほか）、2015年Galleryハ

ナアグラによる“Deai ”展アルテビアッツァ（美唄）グループ展、

2015年秋札幌アリアンス・フランセーズにて“output”個展。現

在は札幌にてドローイングなどの絵画作品を中心に制作活動中。

『びょういんあーとぷろじぇくと』スタッフ一同

2015年12月21日（月）～2016年3月21日（月）
12:00～18:00 


